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※1 羊蹄山麓７町村及び民間

の団体等を構成員とし、広域

景観づくりの取組を実施する

推進体制 

 

 

※2 地域と行政が連携し、景

観や自然環境に配慮し、地域

の魅力を道でつなぎながら個

性的な地域、美しい環境づく

りを目指す団体

（１）ガイドラインの目的 

国際観光、リゾート地として、国内

外から注目を浴びる後志地域は、ニセ

コ連峰地域を中心に、外国人旅行者の

増加に伴い急速な開発が進み、無秩序

な屋外広告物（看板）・案内サイン（以

下、「広告・サイン」という。）の氾

濫が懸念されています。 

後志支庁及び羊蹄山麓広域景観づく

り推進協議会（※1）では、地域住民、

事業者、地元観光関連団体、シーニッ

クバイウェイ団体（※2）、道路管理者

等と連携して、羊蹄山麓地域の広告・

サインのあり方の検討を公開ワークシ

ョップにより進めてきました。 

この度、羊蹄山麓地域の景観と調和

した広告・サインの「目指すべき姿」

を指針（ガイドライン）として地域の

方々と協働で創りました。 

 今後、このガイドラインを活用して

いただき、快適で魅力ある景観づくり

を進めていきます。 

 

（２）ガイドラインの役割 

「羊蹄山麓にふさわしい広告・サインのあ

り方を示す」 

・広告・サインをシンプルで魅力的な

デザインにすることで、羊蹄山麓にふ

さわしい景観づくりに貢献します。 

・乱立する広告・サインを集合化し、

誰にも見やすく、わかりやすいものと

します。 

・羊蹄山麓のそれぞれのエリア、地区

の個性を活かし、景観特性に応じた統

一性のある広告・サインを目指します。 

 

「来訪者の円滑な誘導を図り、相互理解・

協力を得た広告景観を目指す」 

・来訪者を円滑に誘導するとともに、

適切な情報提供により、地域理解の手

助けをします。 

・地域住民や関係団体、企業、行政等

の相互理解、協力、連携を図ります。 

【ガイドライン策定の取組み】 

（H20.11.25 広告サイン景観ＷＳ） 

・㈱シー・アイ・エス計画研究所 濱田会長講演 

「ニセコ羊蹄地域のイメージ戦略」 

・屋外広告物の写真事例の選定 

 

（H21. 6.15 セミナー・ＷＳ） 

・富山大学芸術文化学部 武山教授講演 

「地域の魅力を高める広告」 

・羊蹄山麓にふさわしい広告サインの検討 

 

（H21. 8.27 第２回ＷＳ） 

・基本コンセプト案検討 

・ガイドライン骨子検討  

 

（H21.11.11 第３回ＷＳ） 

・基本コンセプト確定 

・ガイドライン案検討 

・サインデザイン案検討 

・管理運営体制の検討 

 

（H22. 2. 5 第４回ＷＳ） 

・ガイドライン案最終確認 

・管理運営体制の検討 

・普及手法の検討 

 

（H22. 3月 ガイドライン策定） 

・ガイドライン策定 

・羊蹄山麓広域景観づくり懇談会での決定 

 

（H22.４月～ ガイドライン普及・啓発） 

・セミナー開催 

・管理運営体制の試行と検証 等 

01 
ガイドラインの

目的と役割 
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（１）目標 

ガイドラインは、羊蹄山麓における

広告・サインの基本的な考え方として、

３つの目標を設けています。 

 

「羊蹄山麓らしさ」 

「見やすさ、わかりやすさ」 

「魅力的なデザイン」 

 

 

（２）基本姿勢 

広告・サインのガイドラインにおい

て、３つの基本姿勢を設けています。 

 

「羊蹄山麓らしさを尊重し、地域の景観と

調和した広告・サイン」 

「誰にでもわかる、親しみやすく統一され

た広告・サイン」 

「羊蹄山麓の良好な景観を、より高める美

しいデザイン」 

 

 

（３）ガイドラインの適用範囲 

7市町村の全域を対象 

倶知安町、蘭越町、ニセコ町、喜茂

別町、京極町、真狩村、留寿都村の5町

2村の全域を対象とします。 

 

屋外広告物と案内サインの両方を対象 

羊蹄山麓の観光行動に必要な「案内」

「誘導」「確認」の情報を提供する屋外

広告物と案内サインの両方をガイドラ

インの適用対象とします。 

 

屋外広告物 ──────────── 

屋外広告物とは、常時又は一定の期間継続

して屋外で公衆に表示されるもので、看板、

立看板、はり紙及びはり札並びに広告塔、

広告板、建物その他の工作物等に掲出され、

又は表示されたもの並びにこれらに類す

るものをいいます。 

 

案内サイン ───────────── 

案内サインとは、上記の屋外広告物のうち、

目的地へ案内誘導するために、名称・方

向・距離を示す機能を持つサインや、法令

に基づき道路管理者が設置する道路標識

をいいます。 

（4）基本方針 

 

基本方針１ 地域との調和 ───── 

・羊蹄山などの景観資源を阻害しない形状・

デザイン 

・自然と調和したデザイン 

・羊蹄山麓のイメージに合った素材や色の選

定 

・季節や昼夜の違いに対応したデザイン 

 

基本方針２ 魅力的なデザイン ──── 

・シンプルで見やすいデザイン      

・街並みにマッチしたデザイン 

・レイアウト、素材、質感に優れたデザイン 

 

基本方針３ わかりやすい表記 

誘導しやすいサイン ── 

・誰にでもわかりやすい広告・サイン      

・ピクトグラムの活用 

・主要施設へ誘導しやすいサイン 

・わかりやすい設置場所・数・高さ 

・冬期間の視認性の確保 

 

基本方針４ 基準の統一化 ─────── 

・街並みや用途・目的に応じた高さ・サイズ 

・広告・サインの高さ・サイズの統一化 

・案内サインのフォント・表記ルールの統一

化 

・地域特性を生かしたエリアごとの色・素材

の統一化 

・マンセルにこだわらないデザイン参考事例

の掲示 

 

基本方針５ 地域連携・協働 ─────── 

・条例の周知やガイドラインの住民の理解・

協力      

・地域の美しい景観を守る活動の推進 

・地域コミュニティ主導による運営体制づく

り 

・景観を阻害する違反広告物の撤去の取組 

 

 

 

02 
ガイドラインの

基本的な 

考え方 
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（１）目的地 

案内サインにより誘導する場所や施

設を「目的地」と定義します。 

羊蹄山麓では次の３つの階層で整理

して、 

 

   エリア  →   地区  → 目的地   

 

最終目的地に案内するサイン表示を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

【エリア】 

地区の外側に広がる範囲。エリアの外側に

いる人に方面を案内する時に用います。羊蹄

山麓のサインでは以下のエリア名を使用し

ています。 

 

喜茂別／留寿都／京極／真狩／倶知安／ニ

セコ／ニセコ連峰／蘭越  

 

【地区】 

市街地やリゾート地などで、羊蹄山麓のサ

インでは以下の地区名を使用しています。 

 

喜茂別／中山峠／ふきだし公園／旭ヶ丘／

倶知安・八幡／倶知安・尻別川／半月湖／ニ

セコ花園ワイス／ニセコアンヌプリ／ニセ

コひらふ／ニセコ昆布温泉／ニセコチセヌ

プリ／ニセコ東山／昆布／蘭越／名駒／目

名 

 

【目的地】 

施設名、地点名に相当するもので、施設や

地点の管理者がそれぞれに名称を定めます。 

 

03 
システム体系 

「ニセコひらふ」は住所名では「倶知安町字山田」であり、世間一般で認知されてい

る「ひらふ」の名称が整備されていない状況がありました。このような不具合を改善

するために、羊蹄山麓では「エリア名」「地区名」を定め、地域と行政が一体となって

この名称を使った案内に取り組んでいます。 

経路 

エリア 

地区 

目的地 
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例

経路 沿道、交差点 国道・道道・市町村道　等

交通結節点 道の駅、バスターミナル、鉄道駅　等

情報拠点 観光案内所、情報コーナー　等

滞在地区 市街地、温泉街、ペンション街　等

移動中に必要な施設
トイレ、ガソリンスタンド、コンビニエ
ンスストア、金融機関、郵便局、病院
等

現在地がわかる施設
川、橋、トンネル、役場、公園、警察・
交番　等

目的地となる施設
名所・旧跡、景勝地、文化施設、温泉、
ホテル、旅館、ペンション、スキー場、
アウトドア事業所、飲食店、小売店　等

場所

拠点

個別施設

サインの種類 設置場所 目的

地図サイン 拠点

設置される
場所周辺の
情報や位置
関係を示す

誘導サイン 経路

場所や施設
に誘導する
ために、名
称・方向・
距離を示す

現在地サイン 経路・拠点

地名、区画
番地、通り
名を表示し
て、その所
在を示す

自家用サイン 個別施設

施設名称等
を敷地で表
示して、そ
の所在を示
す

具体的な整備例

（２）設置する場所 

 羊蹄山麓では、主に観光客の移動に

必要なサインを効率的にわかりやすく

設置することで、サインの設置数を必

要最低限にとどめ、美しい景観を守り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）広告・サインの種類 

広告・サインを場所と目的に応じて

必要最低限の数を設置します。 

 

 

特に個別の施設については、不特定多数の来

訪者が移動中に必要とする施設、移動中に現

在地がわかる施設、最終的な目的地となる施

設のそれぞれについて、適切に案内するため

の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広告・サインの種類には、地図サイン、誘導

サイン、現在地サイン、自家用サインがあり、

それぞれ設置する場所、目的、整備手法は以

下の様になっています。 
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ペンション街、温泉街等 

幹線道路 交差点 地区入口 沿道 

移動経路（沿道・交差点） 

事業所等への案内は、その事業所が立地す

る地区への「誘導サイン」、地区に着いて

からの「地図サイン」や「現在地サイン」

による案内誘導へと移行していきます。 

誘導サイン整備方針 

移動経路（地区内） 

ペンション街等のリゾート地では、地区内

の施設を網羅した「地図サイン」、それと

連動した通り名表示等の「現在地サイン」

による案内に移行していきます。「現在地

サイン」は地区景観に配慮したデザインで

整備し、地区景観の良好な景観イメージの

形成を推進します。 

現在地サイン整備方針 

（通り名・街区・番地） 

自家用サイン整備方針 

（民間施設） 

地図サイン 

整備方針 

地区入口 

温泉街への到着が「○○温泉」といったサ

インでわかるように、羊蹄山麓の 8エリア

17 地区名を示す「現在地サイン」を整備し

ていくことで、エリアや地区への到着がわ

かるようにしていきます。 

現在地サイン整備方針 

（住居） 
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市街地 

目抜き通り 

案内所 

拠点（案内所） 街中 街並 

観光情報を提供する案内所や情報コーナ

ー等については、「誘導サイン」の整備と、

ピクトグラムによる「自家用サイン」の整

備を推進します。また、羊蹄山麓全体を示

した広域地図と、現在地周辺の施設名、通

り名、街区名等を網羅した地区地図を作成

し、「地図サイン」として掲出します。 

街中では、公共施設の方面や距離を示した

「誘導サイン」を街並み景観に合わせたデ

ザインで整備します。また、現在いる場所

や、施設の所在がわかるように、通り名、

街区名等を表示した「現在地サイン」を整

備します。 

施設の名称や業務内容を示す「現在地サイ

ン」（自家用屋外広告物）は、羊蹄山麓と

して相応しい街並み景観の形成を図るた

めに、掲出高さを制限していく方向での整

備を推進します。 

自家用サイン整備方針（民間施設） 自家用サイン 

整備方針 

（案内所） 

地図サイン整備方針 

誘導サイン 

整備方針 

（主要目的地） 

現在地サイン整備方針 

（通り名・街区・番地） 
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■共通基準 

サインの種類に関わらず、羊蹄山麓

全域で取り組む基本的事項に関する基

準を定めています。 

 

■個別基準 

 地図サイン、誘導サイン、現在地サ

イン、自家用サインは、それぞれの機

能目的や景観形成効果に配慮して、サ

インの種類毎に基準を設けています。 

 

■地区基準 

・個性的で魅力的な街並みづくりを推進する

地区は、地区独自の基準を策定してサイン整

備を進めます。 

 

04 
基準体系 

説明図 

共 通 基 準

地 区 基 準

地図サイン基準 

誘導サイン基準 

現在地サイン基準 

自家用サイン基準 

地区独自の個性や魅力的な街並みづく

りのために地区独自で定める基準 

基 本 方 針 

・・・・・・p●

・・・・・・p●

・・・・・・p●

・・・・・・p●個

別

基

準
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（１）表記 

１）目的地名（案内する場所・施設） 

・「羊蹄山麓主要目的地一覧」で示され

ている地点への案内には、記載されて

いる名称の使用を遵守します。 

 

２）文字 

【言語】 

・目的地名称の表記は和文と英文の併

記を原則とします。 

・ローマ字表記はヘボン式とします。 

・英文表記はアメリカ英語を基本とし

ます。 

○ニセコビュープラザ 

 Niseko View Plaza Road Station 

○ぷらっと 

 Puratto Town Station 

※ つづり方一覧などの資料は巻末ペ

ージに表記します。 

【書体】 

和文＝ゴシック体 

可読性に優れ文字のレイアウトがし

やすいゴシック体を標準とします。 

英文＝ヘルベチカ 

飾りが無くゴシック体と組み合わせ

やすいヘルベチカを標準とします。 

数字＝ヘルベチカ 

数字は英文に準じてヘルベチカを標

準とします。 

【文字の大きさ】 

・文字の大きさはサインを見る人の移

動速度とサインまでの距離を考慮し、

サインの種類毎に定めます。 

【レイアウト】 

以下のレイアウトを標準として用いま

す。 

 

 

 

 

３）ピクトグラム 

・目的地の用途機能が誰にでも一目でわかる

ように、ピクトグラムの併記を基本とします。 

・使用するピクトグラムは「羊蹄山麓ピクト

グラム一覧」で示しているものを基本としま

す。 

 

４）見やすさ 

・文字や図と地の色の組み合わせは、誰にで

も見やすくなるように配慮し、基調色とアク

セント色のコントラストを高くします。 

 

 

 

 

（２）色・素材 

・色や素材の選定に当たっては、羊蹄山麓に

ふさわしく周囲の景観と調和した色使いと

し、地区や集落の基準が定められている場合

はその基準に沿って選定します。 

 

（３）形状・大きさ・配置 

・形状や大きさ、配置の基準はサインの種類

毎に定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）照明 

・夜間利用への配慮が必要なサインについて

は、周辺に影響を及ぼさない必要最低限の景

観に配慮した照明の使い方を基本とします。 

05 
共通基準 

コントラストが高い コントラストが低い
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掲載する情報 

現在地名称（本体に表示します。） 

縮尺・距離 

現在地の位置 

エリア名・地区名 

羊蹄山麓主要目的地一覧に表示されて

いる施設名称 

地勢、住所名、道路、公共交通機関、

公共施設、公益施設 

※電子情報 

整備にあたってはマップコード、QRコ

ード等、ＧＰＳ・携帯電話・Webサイト

と連動した情報提供についても検討し

てください。 

 

サイン表示面の高さ 0.6ｍ～2.1ｍ※ 

1ｍ程度離れた場所から見ることを

想定し、表示面の高さは0.6ｍ～2.1ｍ

の範囲とします。 

 

表示面の横幅 2.0ｍ以下 

1ｍ程度離れた場所から全体を見るこ

とができるように、表示面の幅は標準

で2.0ｍ以下とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の大きさ 8mm以上 

1ｍ程度離れた距離から読むために、文字の

大きさは8mm以上とします。 

視力0.9程度以上の人が判読できる大きさで

す。 

 

 

 

 

 

 

地図の向き 北を上 

携帯電話等の端末や手持ちのマップ等との

連動を考慮し、地図は北を上にして掲出しま

す。 

※商店街等進行方向沿いの情報を案内する

地図は見ている方向を上にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

06 
地図サイン 

基準 

※羊蹄山麓では冬期積雪深さが1.5ｍ程度あるため、雪に埋まらないように高い位置に設置すると見づら

くなります。地図サインは人の利用が多い場所に設置することをふまえ、前面を除雪することを前提に見

やすい高さとしました。 
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地図の種類 

広域図 羊蹄山麓全体 

 羊蹄山麓の入口や各地にある拠点に

は、羊蹄山麓全体が入った「広域図」

を配置します。 

 広域図は羊蹄山麓のどこの拠点でも

同じ「広域図」を掲出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区図 

リゾート地内や中心市街地等、設置す

る拠点地区内を案内する地図を整備し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示面の素材 印刷物 

 地図は経年劣化による退色や掲載すべき

情報の変更の都度、容易に更新できるように、

耐水紙等への印刷物を基本とします。 

 

本体 

本体は印刷物である地図を貼る面、貼った地

図を保護するガラス等の透明カバー、地図を

照らす照明器具による構成を標準とします。 

本体右上には現在地名を天地80ｍｍの大き

さで表示します。 

本体の色や素材は、設置場所周辺の環境に合

わせてデザインします。 
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 「羊蹄山麓主要目的地一覧」に掲載

されている目的地については、誘導サ

インで一貫した案内を行います。 

「羊蹄山麓主要目的地一覧」に掲載

されていない施設は、民間・公共の区

別なく単独での誘導サインは設置しな

いことを目指します。 

ただし、利用者の利便性と地域特性

に配慮し、周辺の民間施設への案内を

集合化した誘導サインを設置し目的地

までの誘導を行うことも考慮します。 

 

掲載する情報 

目的地の名称 

羊蹄山麓主要目的地一覧に表示されて

いる施設名称 

方向 

距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイン表示面の高さ 2.5ｍ※ 

誘導サインは道路敷地内に設置される

場合を考慮し、高さ1.8ｍ～2.5ｍの範

囲に設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

文字の大きさ 80mm以上 

30ｍ程度離れた距離から読むために、文字

の大きさは80mm以上とします。 

視力0.9程度以上の人が判読できる大きさ

です。 

また35ｍの距離は時速20kmで走る車から

眺めても判読できる距離です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示レイアウト 

 横書きを基本とし、和文表記の下に和文の

1/2の高さの英文を表記します。 

 方向を示す矢印は誘導する方向の端に配

置することを基本とします。 

ピクトグラムは矢印の隣配置を基本とし

ます。 

 

 

07 
誘導サイン 

基準 
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 表示面の素材 アルミニウム 

表示面は錆が発生しにくいアルミニウ

ム製を基本とします。 

 

 

表示面の色 

表示面は緑豊かな羊蹄山麓の自然と調

和し、地域イメージを演出する濃緑色

（DIC380）を基本とします。 

また、夜間視認性を考慮し、道路標識

例に準じた反射材料を使用します。 

（ただし道路標識令に基づくもの以

外） 

文字は濃緑色の表示面に対して判読性

が高い白色を基本とします。 

※地区の基準が定められている区域に

おいては地区基準を優先します。 

 

本体デザイン 

支柱は鋼管溶融亜鉛メッキ仕上げを標

準とします。 

※地区の基準が定められている区域に

おいては地区基準を優先します。 

 

 

設置 

表示面が進行方向と直角になるように設置

します。 
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現在いる場所がわかるように、エリア

名、地区名、通り名、住所、区画番号

のサインを整備します。 

 

 

サイン表示面の高さ 1.8ｍ～2.5ｍ※ 

現在地サインは路側又は歩道上に設置

することを基本とし、高さ1.8ｍ～2.5

ｍの範囲に設置します。 

歩行者の頭上に配置する場合はその下

限を３ｍとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字の大きさ 

車用 80mm以上 

30ｍ程度離れた距離から読むために、

文字の大きさは80mm以上とします。 

視力0.9程度以上の人が判読できる大

きさです。 

また35ｍの距離は時速20kmで走る車か

ら眺めても判読できる距離です。 

 

歩行者用 20mm以上 

歩行者用の現在地サインの文字天地は

●mm以上とします。 

視力0.9程度以上の人が1.0ｍ離れた位

置から判読できる大きさとします。 

 

 

 

 

掲載する情報 

現在地の名称 

 

 

表示レイアウト 

横書きを基本とし、和文表記の下に和文の

1/2の高さの英文を表記します。 

羊蹄山麓主要目的地一覧に示されている地

区内に設置する場合は地区の名称を現在地

の上に表示します。 

※縦書きの場合は和文を右、英文を左に表記

します。またピクトグラムは文字列の上、方

向は文字列の下に表記します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示面の素材 アルミニウム 

表示面は錆が発生しにくいアルミニウム製

を基本とします。 

 

 

08 
現在地サイン 

基準 
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 表示面の色 

表示面は緑豊かな羊蹄山麓の自然と調

和し、地域イメージを演出する濃緑色

（DIC380）を基本とします。 

（ただし道路標識令に基づくもの以

外） 

 また、夜間視認性を考慮し、道路標識

例に準じた反射材料を使用します。 

文字は濃緑色の表示面に対して判読性

が高い白色を基本とします。 

※羊蹄山麓主要目的地一覧に示されて

いる地区内に設置する場合、地区名の

下にくる現在地名は地の色を白、文字

色を濃緑色にします。 

※地区の基準が定められている区域に

おいては地区基準を優先します。 

 

 

本体デザイン 

支柱で表示面を支持する場合、支柱は

鋼管溶融亜鉛メッキ仕上げを標準とし

ます。 

歩行者用の現在地サインは壁など他の

施設面に設置することもできます。 

※地区の基準が定められている区域に

おいては地区基準を優先します。 

 

 

設置 

表示面が進行方向と直角になるように設置

します。 

 

地区表示（上） 

住所表示（下） 

通り名表示 

街区表示 
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歩行者・ドライバーの視点、夜間・

積雪視認性及び周辺の沿道・自然景観

との調和に配慮するため、自家用サイ

ン（自家用広告物）の総量、高さを制

限します。 

立看板や広告旗の掲出によらず、建

物の入口低層部に広告物が集約するこ

とで、整った街並みと賑わいを創出で

きます。 

 自己管理用広告物は、沿道の景観を

阻害する要因が高いことから、必要最

小限の期間と大きさで整備するものと

します 

 

サイン表示面の高さ 3ｍ※ 

 自家用サインは高さ3ｍの範囲に設

置します。 

 

表示面の大きさ 

 ひとつの施設で設置できる自家用サ

インは、表示面積の合計が10㎡以下と

します。 

※地区の基準が定められている区域に

おいては地区基準を優先します。 

 

デザイン 

 書体や色、形状などは自己の敷地内

において自由に決めることができます。 

※地区の基準が定められている区域に

おいては地区基準を優先します。 

自己管理用サイン 

 施設を伴わない土地の管理を明確にする

ための自己管理用サインは、高さ1.5ｍ以下、

総面積0.5㎡以下とし、表示面には「管理地」

と表示し、住所／地番管理者名、連絡先を明

記するものとします。 

 

  

案内所の自家用サイン 

案内所は羊蹄山麓の来訪者を目的地に案

内する上で重要な役割を担っています。その

ため、各種サインを用いて案内所への案内を

確実に推進していく必要があります。 

 案内所がある施設においては、その存在を

示す自家用サインの整備を推進します。 

 

 

09 
自家用サイン 

基準 
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・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

・事例写真の解説 

事例写真 

10 
地区準 
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美しく雄大な自然に恵まれた羊蹄山

麓地域の良好な景観を守り、創ってい

くためには、地域住民、事業者、行政

などの協働が重要です。 

ガイドラインを活用した地域協働に

よるサインシステムの整備を推進して

いくことで、目標とする「羊蹄山らし

さ」「見やすさ・わかりやすさ」「魅

力的なデザイン」を実現し、景観づく

りを進めていきます。 

 

■各主体の役割 

【地域住民】 

・景観づくり活動への参加 

【地域団体】 

・地区基準づくりへの参加 

・ガイドラインを活用したまちづくり

活動の推進 

【事業者】 

・生産・事業の価値を高める魅力的な

自家用サインの整備を推進 

・ガイドラインを活用した来客案内体

制の確立 

【行政・道路管理者】 

・公共サイン整備の推進 

・活動を推進する地域団体への支援 

・ガイドラインの周知普及 

・地域のニーズに応じた施策の推進 

 

■地域協働による体制づくり 

○住民・事業者参画による地域にふさ

わしい街を維持するための景観・広

告チェック体制づくり 

○地域の違反広告パトロールや、遵法

意識醸成のための啓発イベントの開

催等による、地域景観向上のための

官民連携体制づくり 

○広告物の集約、整理統合のための推

進組織づくり 

○案内用広告物に頼らなくても誘導で

きる効果的なエリアマップや、カー

ナビゲーション、ＩＣＴ技術等を積

極活用した多様な誘導手法・体制づ

くり 

10 
推進体制 
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資 料 編 
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【エリア・地区位置図】 

【エリア名一覧】 【地区名一覧】 

■羊蹄山麓 エリア・地区名一覧 
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   ■羊蹄山麓 主要目的地名位置図 
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 ■羊蹄山麓 主要目的地名一覧 

町村の序列は蘭越、ニセコ、真狩、留寿

都、喜茂別、京極、倶知安。ソート、採

番直しすること。
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公
共
・
一
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施
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P
u
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lic
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推
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度A

 

 

 

   

 

  

推
奨
度B

 

 

 

 
 

■羊蹄山麓 ピクトグラム一覧 
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公
共
・
一
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施
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P
u
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ilitie
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推
奨
度B

 

 

 

   

交
通
施
設 

T
ra
n
s
p
o
rt F
a
c
ilitie
s
 

推
奨
度B
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商
業
施
設 

C
o
m
m
e
rc
ia
l F
a
c
ilitie
s
 

推
奨
度B

 

 

 

   

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

T
o
u
ris
m
,C
u
ltu
re
,S
p
o
rt F
a
c
ilitie
s
 

推
奨
度B

 

 

  

 

   

 

※羊蹄山麓では国土交通省「標準案内用図記号ガイドライン」の中で示されているピクトグラムのうち、JIS（日

本工業標準）による案内図記号（JIS Z8210）の規格がある「推奨度A」及び推奨度B」のピクトグラムを使

用します。 
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